
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ なぜ計画を作るの。どのような計画なの。 

Ａ 平成 18 年１月１日に伊達町、梁川町、保原町、霊山町、

月舘町が合併し、伊達市が誕生しました。市では、緑豊

かな山間地から果樹園や農地の広がる平地、市街化の進

む都市的な地域まで、地域で異なる環境の特徴や課題に

対応した環境づくりの指針が必要となっています。 

この計画は、現在の緑豊かで住み心地のよい快適な環境

を保全し、将来のこどもたちに継承していくために、市

民や事業者のみなさん、そして行政（市）がそれぞれの

立場でやるべきことを定める計画です。 

概ね 10 年後の平成 32 年を目指した長期的な計画です。 

Ｑ 私たちはなにをすればいいの。 

計画では行政（市）がやることばかりでなく、市民や事業

者のみなさんが日常生活や事業活動で取り組むことなど

も定めます。そこで、市では市民や事業者のみなさんにア

ンケート調査を行い、環境保全への考えや要望などを調査

しました。また、今後、市民の皆さんの参加による市民会

議を予定しています。こうして得られたみなさんの意識や

意向を今後の計画づくりに生かしていきます。 
 
 

 

 

 「伊達市環境基本計画」ってなに！ 

「「だだてて環環境境だだよよりり」」ととはは？？  

 伊達市環境まちづくり情報紙「だて環境だより」は、環境保全に関する市の取り組みや環

境基本計画づくりの状況を市民のみなさんに分かりやすくご紹介し、関心や興味を持っても

らうことを目的として創刊しました。 

 今回は、平成 23 年３月の策定を目指し、現在検討中の｢伊達市環境基本計画｣についてと、

今年１月に実施した｢伊達市の環境についてのアンケート調査｣の結果をご紹介します。 

平成 21 年６月 

編集・発行 伊達市 市民生活部 

       環境防災課 環境係 

TEL   024-575-1228（直通） 
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愛宕山 つつこ引き祭り 御幸山 茶臼山頂上の桜 阿武隈川五十沢地区の白鳥 



■伊達市内の環境で「素晴らしい」、「誇り」と思うこと 

• 各地域で傾向が異なっており、それぞれの郷土の自然･文化に対する深い思いがうかがえます。 
• 福島盆地の平野部に位置する伊達、梁川、保原地域では、「モモや柿などの豊富な農産物」が最も 
• 多く、果樹（モモ、アンポ柿、ブドウ、リンゴ等）や野菜を中心とした園芸作物が盛んで、県内

有数の生産量を誇る地域の特色がよく出ています。 
• 阿武隈高地の中山間地域に位置する霊山、月舘地域では、「里山や田園地域に抱かれたのどかな雰

囲気」、「空気のきれいさや静かさなどの住み心地の良さ」が他地域に比べ多いのが特徴的です。 
• 霊山地域では、他地域に比べ「山並み景観」を挙げる人が多く、国史跡及び名勝に指定されてい

る霊山県立自然公園の美しい山並みを誇りに思う人が多いことが分かります。 
• 月舘地域では、他地域に比べ「緑豊かな自然環境」、「美しい川や沼、豊富な生き物」が多く、豊

かな自然環境を地域の誇りに思う人が多いことが分かります。 

 

 

 

―環境基本計画計画策定に向けてアンケート調査を実施― 

市では「伊達市環境基本計画」の策定に向けて、市民や中学生

のみなさんが日頃考えている環境のことや市の環境に対する思

い、市に望む環境への取り組みなどをお聞きし、今後の計画づく

りに反映させるために、アンケート調査を行いました。 

今回は、その調査結果の一部をお知らせします。 

アンケート調査の概要 

■調査対象 

・20 歳以上の市民 2,000 人 

・市内６中学校の２年生 

■調査時期 

平成 21 年１月 

■有効回答者数 

市民  905 名（回収率 約 45％）

中学生 679 名 

 伊達市の環境についてのアンケート調査結果（概要） 
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モモや柿などの豊富な農産物

緑豊かな自然環境

里山や田園に抱かれたのどかな雰囲気

空気のきれいさや静かさなどの住み心地の良さ

地域に伝わる祭りや風習などの伝統文化

山並み景観

市街地と農山村が調和のとれたまち

美しい川や沼、豊富な生き物
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保原地域
（n=283）

霊山地域
（n=118）

月舘地域
（n=51）



 

 

 

■伊達市が目指す将来の環境のイメージ 

• 市民・中学生の半数近くが、「ポイ捨てや不法投棄のない、マナーの良いまち」を望んでいます。 
 

 

アンケート調査へのご協力ありがとうございました。皆さんからいただいた貴重な意見を、 

今後の計画策定に生かしていきます。 

■市に特に重点的に取り組んでもらいたいこと 

• 「ポイ捨てや不法投

棄が減るようにマナ

ー・モラルの向上を図

る」は、特に市街化の

進む伊達・梁川・保原

地域において強く望

まれています。 
• 公共交通の利便性が

低い月舘・霊山地域で

は、「マイカーを使わ

なくても買い物など

暮らしに困らないよ

うにする。」、「低公害

車 を普及させる。」と

いった要望が他地区

に比べ多い傾向です。 
• 月舘地域では、「生活

排水対策」も望まれて

います。 
 
これらの意見を、市の

環境施策の検討に生か

していきます。 

 
回答の多かった上位９項目
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ごみやタバコのポイ捨てや不法投棄のない、
マナーの良いまち

静かで落ち着きがあり、
緑豊かな住み心地の良いまち

みんなで協力してリサイクルや省エネルギーなどに
積極的に取り組むまち

市民や民間団体の環境保全活動が盛んな、
人々の環境意識が高いまち

身近に河川や湖沼等の水辺、里山などの
豊かな自然があふれるまち

古い建物や文化財、郷土の祭りなど、
歴史や伝統文化を大切にするまち

自動車による大気汚染や騒音･振動などの公害のない、
健康で快適に暮らせるまち
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ごみやタバコのポイ捨てや不法投棄が減るように、
マナーやモラルの向上を図る。

子供たちが体験を通じて環境の大切さを学ぶ、
環境教育を進める。

ごみの削減、再利用、再生利用（リサイクル）を
推進する。

公共交通機関の充実など、マイカーを使わなくても
買い物など暮らしに困らないようにする。

優良農地の保全や耕作放棄地の
発生防止に努める。

下水道整備や浄化槽の設置を促すなど、
生活排水への対策を進める。

多様な生き物が生息できるように、
雑木林や里山を保全・再生する。

現在活用されず廃棄されているものを
積極的に資源として活用していく。

古い建物や文化財、史跡などを大事にし、
保存や整備を進める。
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梁川地域
(n=411)

保原地域
(n=482)

霊山地域
(n=198)

月舘地域
(n=75)



 
 

 

 アンケートで市民の皆さんからいただいた意見や意向、既存資料等による市の環境の

現状に関する調査結果等を踏まえ、市の環境の課題を抽出しました。 
 環境基本計画を検討する際は、これらの点について特に重点的に検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

伊達市が重点的に取り組むべき課題を整理しました。 

■自然環境について 
○  森林環境税を活用するなどした、

適切な森林づくりによる公益的

機能の維持・回復、吸収源の確保 

○  農業振興や地域振興と一体とな

った、耕作放棄地や遊休農地の利

活用方策の検討 

○ 遊び等を通じた子ども達の自然

体験の促進 

■生活環境について 
○  屋外焼却（野焼き）禁止の

周知徹底 

○ 広瀬川･古川の汚濁負荷軽

減に向けた生活排水処理

施設の計画的な整備・普及

○ 市民や事業者と一体とな

った３Ｒの取り組み推進 

■快適環境について 
○ 市内に点在する郷土の

歴史・文化的資源の保

全・活用を通じた次代へ

の継承 

○  清潔で美しいまちづく

りに向けた、市民一人ひ

とりのモラルの向上、実

効性のある対策の検討 

■地球環境について 
○  産業振興と両立した市内製造業における実効

性のあるＣＯ２排出抑制施策の検討 

○ 地域の自然的特性や自然資源を活かした再生

可能エネルギーの利活用促進 

○  公共交通空白・不便地域の解消、公共交通の

利便性向上による自動車利用の抑制 

○  低公害な自動車の利用やエコドライブなど、

環境負荷の少ない自動車利用の促進 

■環境保全に取り組むための基盤づくりについて

○  地域に根ざした環境保全ボランティアや、それ

らの活動を牽引・指導するリーダーの育成 

○  地域における環境保全の基盤となるコミュニテ

ィ組織の整備・充実 

○ 市民や事業者の環境保全に対する主体的な取り

組み意欲を引き出す仕組みづくり 

伊達市の環境を考える市民会議の委員を募集します。 

             伊達市の環境について一緒に考えましょう。 
 市民や事業者のみなさんの視点

から、伊達市の環境の現状を見つめ

直し、今後の取り組みを考えてもら

うため、市民会議を開催します。 

 詳しい内容等については、下記ま

で問い合わせ下さい。 

伊達市 市民生活部 環境防災課 環境係 

 

〒960-0692 

伊達市保原町字船橋 180 番地 

市民生活部環境防災課環境係 

ＴＥＬ 024-575-1228（直通） 

ＦＡＸ 024-576-7199 

E-mail kankyo@city.date.fukushima.jp 

■募集内容 

応募資格 
市内に 1 年以上住居する 20 歳以上の方で、次の①②に該当しな

い方。 

①当市民会議委員の委員として構成員を推薦する団体に所属し

ている方。②国若しくは地方公共団体の議員又は職員の方。 

申込み 
ハガキに「伊達市の環境を考える市民会議委員申込書」と記載し

次の内容を記入して左記までお申込み下さい。 
①住所・②氏名・③年齢・④職業・⑤各種加入所属団体名 
⑥環境問題で特に関心のあること 

公募人員 5 人 

募集期間 平成 21 年 6 月 1 日～6 月 15 日（消印有効） 

開催期間 平成 21 年 7 月～平成 22 年 10 月（8 回程度） 


